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＜病棟連絡事項＞
・特記事項なし

＜部屋移動＞
・荒川　芙美子様～14:00東Cユニット→南病棟へ転出となる。

＜患者様連絡事項＞
・荒川　芙美子様～家族へ連絡し入院時衣類8/2（月）の午前中に家族様来院し返却する予定としている。WIZスケジュールへも入力済。

・佐々木　博子様～介護居宅支援事業所「かけはし」ケアマネ来院しスタッフ付添いの下、介護認定調査実施。
・田端　香織様～主治医診察時に明日より午前・午後2時間ずつの開放観察指示有り。

・盛合　甫夫様～8/23 14:00より介護認定調査の予定(特診)。

・牧　奈津美様～嘔気訴えあり。馬渡DrよりIFオーダーに嘔気時追加、ナウゼリン10回分処方となる。また、幻聴様の発言聞かれている為、アリピプラゾール(6)1T 1×夕で本日より5日分処方となる。

・吉田　晶二様～船場Drよりウルソデオキシコール酸錠同内容にて10日分処方となる。

・前田　忠弘様～船場Drよりウルソデオキシコール酸錠同内容にて10日分処方となる。

・佐々木　利作様～IFオーダーに便秘時追加、ピコスルファートNa内用液1本処方となる。

・佐々木　博子様～IFオーダーに便秘時追加、ピコスルファートNa内用液1本処方となる。

・松橋　駿様～IFオーダーに便秘時追加、ピコスルファートNa内用液1本処方とな
る。

[bookmark: _GoBack]・前田　拓子様～今後の方針として、年金・手帳の申請を行い、青山荘やGH等の施設入所を目指していく事となる。生活保護に関しては、まず本人の財産確認を行ってから必要であれば申請し、後見人も検討していく。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。他室侵入・他患者様の私物弄り等の迷惑行為あり予定より早くに開放観察終了している。自傷行為は無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。
[bookmark: _Hlk62478463]
・飯田　修子様～終日隔離中。各食全量摂取、拒薬無し。日課以外の時間は臥床傾向にある。隣室者の独語に反応し大声を出す事があるが、スタッフ対面時は自身の衝動性を顧みる内容の発言聞かれる。粗暴行為・問題行動無く経過する。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・谷地　寿梨様～本日より終日隔離から時間隔離へ変更となっている。日課以外の時間はホールにてテレビ鑑賞し過ごされている。他者交流は見られないがスタッフ対面時は情動面安定している。幻聴に左右された言動や作為体験に関する訴え無く、終始静穏に過ごされている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。主治医診察時に明日より午前・午後2時間ずつの開放観察指示有り。

・田端　香織様～終日隔離中。食事時には咀嚼せず嚥下しようとする事があり、見守り・声掛けを要している。飲水要求頻回であり多飲水とならぬよう声掛けするも理解に乏しい。欲求が満たされぬ際には「痒い」と全身掻痒感訴え、皮膚を掻把している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・豊巻　志津子様～自室にて臥床していること多いが日課は問題なく行っている。声掛けにも不調の訴えなく、穏やかに会話することできている。

・牧　奈津美様～夜間は浅眠で頓服服用している。自室にて過ごされていること多いが不調の訴えはなく経過。本日、作業療法参加しているが隣の患者様が気になって集中できなかったと話している。希死的発言なく、スタッフとの会話時は落ち着いて話す事できている。

・藤原　絵瑠久様～本人より希望があり、食事は自室で摂取している。ほぼ自室にて過ごされており、他者交流なし。スタッフの声掛けには視線を逸らすことはあるが落ち着いて会話することできている。

・西村　佳也様～昨日入院となっている。夜間は良眠で経過しており、食事も全量摂取
　　　　　　　　している。ホールにてテレビを観たり、自室にて臥床して過ごされて
　　　　　　　　いる。声掛けにも穏やかに返答されており、突発的な行動はない。

＜安ヶ平Dr.診察＞
・和田　晶様～指示や処方薬の変更・追加等なし。

・中居　松男様～処方薬の変更・追加等なし、早めに西病棟への転棟の指示あり。

・河原木　泰志様～手指振戦続いているため、次回定期処方よりリスペリドン２㎎→１㎎へ減量。

・藤井　崇史様～入眠困難と覚醒状況から、次回定期処方よりプロチゾラムOD錠0.25㎎中止。臨）オランザピン（5㎎）2錠を8/4より（2.5㎎）2錠へ減量予定。

